
令和 6年度第２回南魚沼市観光戦略策定委員会 議事録（要旨） 

 

とき ：令和 6 年 2 月 3 日（水）13：00～14：30 

ところ：南魚沼市図書館 多目的室 

 

１ 開会 

 進行：大野観光交流主幹 

 

２ 挨拶（林市長） 

１回目不参加だったため今回が初めての委員会参加となる。 

各地でインバウンドがあふれている状況で自分達の地域をどう動かすのか、手をこ

まねいている状況である。観光こそは他の産業に影響を与える産業であるため、いかに

動かしていくかが重要となる。 

私が学んでいる地域は野沢温泉村とセルデンであり、成功している地域は多種の産

業が絡んでいる。セルデンでは主は索道事業者だが美容室までが関わっており、宿泊税

も当り前に実施している。最終形はこのような形と思っている。 

また、雪の産業化を進めているが、準備会では多くの委員から雪のことが語られてい

るのがうれしかった。観光では住んでいる人達が幸せにならないといけないため、この

観光戦略はそういった点を外さずに進んでいきたい。 

  

３ 議題 

（１）南魚沼市観光戦略策定スケジュールについて【資料１】（山﨑主事より） 

  第 1回委員会では R7.3末に策定完了のスケジュールで説明したが、準備会におい

てより発展的な議論や地域内での丁寧な合意形成が必要との意見が多数あったた

め令和 7年 9月末まで延長したい。 

  ⇒意見なく承認。 

 

（２）南魚沼市観光戦略策定委員会設置要綱の変更について【資料２】（山﨑主事より） 

  策定スケジュール延長に伴って、要綱第 4条委員の任期を令和 8年 3月 31日に延

長したい。 

  ⇒意見なく承認。 

 

（３）タグライン(案)について【資料３～４】 

（サーベイリサーチセンター鈴木主任より） 

タグラインの説明、これまでの準備会の内容報告等。 

第 3 回準備会の投票結果において上位 6 案に絞られたタグラインついて、本委員会

で議論してもらいたい。 



 

【意見等】 

伊藤委員 

・前提として確認しておきたいのだが、市民から出してもらったタグライン案をこのま

ま使っていくのか、もうワンクッション通してブラッシュアップしていくのか。 

 

山﨑主事 

・今回の案の中から決定したものを 10年以上使い続けていく前提で考えており、更に

はロゴマークを作成する予定である。 

 

・市長の想いである雪の記載が案の中に出てこないが、市民には雪は当然のものとして

浸透しているのか。 

 

山﨑主事 

・投票数 1位の「ゼッピン雪国宣言」にも入っているとおり推していくのは当然という

認識で、それに加えて食・グリーンシーズン等の戦略を推進していく考えである。 

 

林市長 

・昔は日本人がトンネル抜けると雪景色に歓声が上がったが、今はそれがインバウンド

に移ってきている。昔は暗いイメージだったが今は変わってきている。雪を推していく

のは当然の認識でいい。 

・個人的内はお米要素が入っているものがいいと感じる。 

 

千喜良委員 

・タグラインとして雪国が出てきたため雪は外せない印象。雪か食かどういう方向性が

いいのかと感じた。「ゼッピン雪国宣言」「四季を味わう里山」がいいと感じた。 

 

中島委員 

・「心安らぐ美食の里山へ」と「四季を味わう里山」の違いは何か。 

・観光案内をしていると郷土食を求める声が多い「里山の食」を推したい。 

 

サーベイリサーチセンター 鈴木主任 

・資料 4に作成者の思いが記載されている。 

 

寺口委員 

・オブザーバーとして準備会にも参加しての印象は「食」が多かった。千喜良委員から

もあったように、雪があることにより美食等のこの地域の特色が創り上げられている。



四季を通じて雪国が伝わるようなタグラインになればいいと感じる。 

 

羽吹副委員長 

・雪はスキー場の印象が強いが、雪によって山菜・きのこ・漬物等のようにご飯のお供

になるものが多く作られる。雪によって食が更においしくなることをアピールした方が

いい。 

 

金子委員長 

・委員の意見を統括すると「ゼッピン雪国宣言」が相応しいと感じる。準備会での投票

結果にも出ているが「ゼッピン雪国宣言」を委員会の意見としたいがいいか。 

⇒一同承認 

 

（４）観光戦略の骨格（案）について【資料５】（山﨑主事より） 

  資料５を説明。 

 

【意見等】 

伊藤委員 

・骨格については異論なし、KPI・ターゲット設定の進め方について現時点の考えを確

認したい。 

 

山﨑主事 

・現時点でいただいている意見をもとに構築していくことになるが、今後の準備会・委

員会で説明し整理していく。 

 

（５）策定後、観光戦略を実行する組織体制（案）について【資料６】（山﨑主事より） 

  資料６を説明。 

 

【意見等】 

伊藤委員 

・市・DMOがあるが、更に推進していくために新たに協議会を設置するという認識でい

いか。各組織の棲み分けはどうなるのか。 

 

腰越部長 

市の内部でも協議したが、地域全体の観光推進にはマンパワー不足が課題であり、農業

等他業種を取り纏めるには観光協会に予算を付けるよりも市として動き出すべきと考

えた。 

 



伊藤委員 

・市民に対して発信する際に、また協議会ができたと思われるため丁寧な説明が必要と

感じる。 

 

金子委員長 

・3部会を並列にしている考え方を説明してほしい。地域プロモーション部会は枠外で

2部会の上にあればいいと感じる。 

 

腰越部長 

・現状は地域を取り入れたプロモーションができていないため民間事業者を含めて考

えているが、市・観光協会を含めてもいいと考える。 

 

羽吹委員 

・協議会の稼働時期はいつの予定か。 

 

山﨑主事 

・立ち上げは R7.9で、稼働は予算確保の関係があるため R8年度からを考えている。 

 

林市長 

・通常予算は 1 年単位だが、出来上がって半年寝かせるようなことはしたくないため

補正予算等も検討しスピード感をもって進めたい。 

 

羽吹委員 

・南魚沼市観光協会新部会との棲み分けをしっかりとお願いしたい。 

 

腰越部長 

・新部会との棲み分けは、メンバー選定等において協会に配慮しながら負担をかけない

ように進めたい。 

 

５ その他 

林市長 

・数年前に JRの最高級列車四季島が突然六日町駅に来た。その際に欅苑で朝食を食べ

ていただいたが、今までの四季島の朝食で最高評価だった。やはり南魚沼市の食のク

オリティは高く、特に朝食を推すべきではと感じた。 

 

６ 閉会 


